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 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　
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蓬
左
文
庫
の
開
館
は
、昭
和
十
年（
一
九
三
五
）で
あ
る
。

昨
年
開
館
八
十
周
年
を
迎
え
た
。
一
方
、蓬
左
文
庫
の
前

身
で
あ
る
尾
張
藩
の
御
文
庫
を
創
設
し
た
初
代
義
直
の
書

物
収
集
か
ら
は
、四
百
年
に
な
る
。
次
頁
の
表
は
、義
直
の

蔵
書
か
ら
現
在
の
蓬
左
文
庫
蔵
書
ま
で
、蓬
左
文
庫
の
蔵

書
構
成
を
収
集
年
代
を
追
っ
て
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
現
代
の
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
が
多
彩
な
旧
蔵
者
の
蔵
書
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
御
」の
字
が
示

す
あ
く
ま
で
藩
主
の
文
庫
で
あ
っ
た
御
文
庫
の
蔵
書
に

も
、家
臣
等
か
ら
の
献
納
書
な
ど
藩
士
の
蔵
書
と
い
う
べ

き
書
物
が
か
な
り
の
部
分
含
ま
れ
て
い
た
。

　
す
で
に
初
代
義
直
の
収
集
書
に
お
い
て
も
種た

ね

村む
ら

肖し
ょ
う

推す
い

寺じ

（
柴
田
勝
家
家
臣
、の
ち
に
剃
髪
し
て
浅
野
幸
長
食
客
）か

ら
五
四
件
二
五
六
点
、角す

み
の
く
ら倉

素そ

庵あ
ん・

平へ
い

次じ

親
子（
海
外
貿
易
、

河
川
開
発
、木
曽
材
木
支
配
に
関
わ
っ
た
商
人
。
素
庵
は

江
戸
初
期
を
代
表
す
る
学
者
・
文
化
人
で
蔵
書
家
）か
ら

一
二
件
一
二
〇
点
の
献
本
が
記
録
さ
れ
、そ
の
目
録
に
は

金こ
ん

地ち

院い
ん

崇す
う

伝で
ん

、林は
や
し

羅ら

山ざ
ん

、堀ほ
り

杏き
ょ
う

庵あ
ん

、沢た
く

庵あ
ん

、陳ち
ん

元げ
ん

贇ぴ
ん

等
近
世
初

期
を
代
表
す
る
多
彩
な
人
物
が
献
納
者
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　
御
文
庫
に
、尾
張
の
学
者
、文
化
人
の
蔵
書
や
著
作
が
数

多
く
納
め
ら
れ
る
の
は
、一
八
世
紀
半
ば
以
降
で
あ
る
。

八
代
宗
勝
、九
代
宗
睦
の
学
術
振
興
政
策
に
よ
り
地
誌
や

系
譜
集
な
ど
の
編
纂
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、学
術
文
化
の
開

花
期
を
迎
え
て
尾
張
藩
士
の
中
か
ら
学
者
が
育
ち
、蔵
書

家
と
よ
ば
れ
る
人
物
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
御
文

庫
の
蔵
書
目
録
か
ら
も
藩
士
旧
蔵
の
大
部
な
蔵
書
群
の
記

載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。二
の
丸
庭
園
の
北
西
角
、

か
つ
て
の
義
直
の
書
斎
と
目
さ
れ
る「
迎げ

い

凉ろ
う

閣か
く

」の
南
に

建
設
さ
れ
た「
御
側
御
文
庫
」の
明
治
初
年
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
た
三
冊
一
組
の「
御
側
御
書
物
目
録
」の
半
分
以

上
を
神か

み

村む
ら

正ま
さ

鄰ち
か

・
忠
貞
親
子
の
旧
蔵
書
と
松ま

つ
だ
い
ら平

君く
ん

山ざ
ん

家
か

ら
の
献
納
本
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
村
正
鄰
・
神
村
忠
貞
収
集
書

　
神
村
正
鄰（
一
七
二
八
～
七
一
）は
、岐
阜
の
出
身
で
、

京
都
で
学
び
、九
代
宗
勝
の
招
き
で
右ゆ

う

筆ひ
つ

と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
当
時
の
尾
張
は
、義
直
以
来
の
古
代
史
研
究
が

最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、正
鄰
も
、古
代
史
や
律
令
の
研
究

会
を
主
催
し
、幕
府
の
古
書
調
査
で
発
見
さ
れ
た
古
代
の

法
令『
関せ

き

市い
ち

令り
ょ
う

』の
誤
り
を
正
す
成
果
を
残
し
た
。
ま
た

正
鄰
は
、貴
重
な
写
本
の
収
集
で
知
ら
れ
た
蔵
書
家
で
も

あ
っ
た
。
正
鄰
は
、後
嗣
の
な
い
ま
ま
蔵
書
を
残
し
て
病

死
し
、蔵
書
は
一
時
親
戚
に
預
け
ら
れ
た
が
友
人
ら
は
、門

人
の
鈴
木
忠
貞
を
、神
村
家
の
学
問
と
蔵
書
の
継
承
者
と

し
て
藩
に
願
い
出
て
認
め
ら
れ
た
。
極
め
て
例
外
的
措
置

で
あ
っ
た
。

　
神
村
を
名
乗
っ
た
忠
貞
は
、さ
ら
に
京
都
で
学
び
、学
問

と
蔵
書
収
集
に
努
め
、研
鑽
を
積
ん
で
名
古
屋
に
戻
っ
た

が
、病
を
得
て
急
死
。
再
度
の
例
外
措
置
は
な
く
、正
鄰
・

忠
貞
の
蔵
書
約
二
千
点
は
、藩
に
接
収
さ
れ
御
文
庫
に
納
め

ら
れ
た
。
な
お
、神
村
家
の
親
戚
に
は
、藩
主
の
側
近
か
ら

内
々
で
銀
三
枚
が
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

　「
御
側
御
書
物
目
録
」に
は
、総
数
で
七
五
一
件
約
二
千

点
の
蔵
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、正
鄰
旧
蔵
が
一
に
対

し
て
忠
貞
旧
蔵
が
二
の
割
合
と
忠
貞
の
精
力
的
な
収
集
が

う
か
が
わ
れ
る
。
内
容
は
、九
割
以
上
が
和
書
で
古
代
史
、

有
職
故
実
、律
令
、和
歌
や
物
語
の
古
典
に
加
え
、国
絵
図

や
城
絵
図
な
ど
の
絵
図
類
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
漢

籍
は
、四
書
五
経
に
属
す
る「
経
書
」が
中
心
で
、少
数
な

が
ら『
論
語
』の
名
品
が
揃
っ
て
い
る
。
元
応
二
年（
一
三

二
〇
）書
写
奥
書
を
持
つ
完
本
と
し
て
は
現
存
最
古
写
本

の
ひ
と
つ
で
あ
る『
論
語
集し

っ

解か
い

』（
四
頁
参
照
）、安
永
三
年

（
一
七
七
四
）、京
都
に
い
た
広
島
藩
の
儒
臣
堀
淡
淵
と
と

も
に『
朱
註
論
語
』に
よ
っ
て
校
訂
し
た
と
い
う『
論
語
集

解
』や
古
註
に
属
す
る『
論
語
義ぎ

疏そ

』な
ど
い
ず
れ
も
室
町

中
期
の
古
写
本
で
あ
る
。

　
神
村
家
の
旧
蔵
書
は
、明
治
初
年
に
三
分
の
二
が
処
分

さ
れ
、現
在
蓬
左
文
庫
蔵
は
、約
一
四
〇
〇
点
で
あ
る
。

松
平
君
山
家
の
蔵
書

　
松
平
君
山（
一
六
九
七
～
一
七
八
三
）は
、寛
保
三
年（
一

七
四
三
）以
来
、八
五
歳
で
隠
居
す
る
ま
で
三
九
年
の
長
き

に
わ
た
り
尾
張
藩
書
物
奉
行
の
職
に
あ
っ
た
人
物
で
、お

目
見
え
以
上
の
格
式
を
持
つ
尾
張
藩
士
各
家
の
系
譜
集

『
士し

林り
ん

泝そ

洄か
い

』を
完
成
さ
せ
、八
代
宗
勝
の
命
に
よ
る
最
初

の
藩
撰
地
誌『
張ち

ょ
う

州し
ゅ
う

府ふ

志し

』な
ど
多
く
の
書
物
編
纂
で
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　
尾
張
藩
士
千
村
家
の
三
男
に
生
ま
れ
、十
三
歳
で
同
じ

尾
張
藩
士
松
平
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。君
山
の
実
母
は
、

堀
家
の
出
身
で
堀
杏
庵
の
孫
に
当
た
る
。
の
ち
に
尾
張
学

蓬
左
文
庫
四
〇
〇
年
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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界
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
君
山
に
は
特
段
の
師
は
な
く
、

学
問
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
の
は
こ
の
母
と
伝
え
ら
れ
る
。

君
山
の
学
問
は
、及
ば
ぬ
学
は
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
広

く
、現
在
の
薬
学
、生
物
学
に
あ
た
る
本
草
学
に
お
い
て
さ

え
、先
駆
的
業
績
を
残
し
て
い
る
。

　
君
山
家
の
蔵
書
目
録「
吏
隠
亭
蔵
書
目
録
」に
は
、多
く

の
編
纂
を
手
が
け
た
君
山
に
ふ
さ
わ
し
く
守
備
範
囲
の
広

さ
を
反
映
し
た
多
彩
な
内
容
の
三
千
六
百
点
余
の
蔵
書
と

と
も
に
、堀
家
か
ら
借
用
し
た
約
五
〇
〇
点
の
杏
庵
の
蔵

書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
君
山
の
蔵
書
は
、そ
の
編
纂
を
補

佐
し
、継
承
し
た
そ
の
子
霍か

く

山ざ
ん（

一
七
一
九
～
八
六
）、孫

南な
ん

山ざ
ん（

一
七
四
五
～
一
八
三
二
）に
引
き
継
が
れ
た
が
、学

問
の
継
承
者
を
う
し
な
っ
た
南
山
の
晩
年
、杏
庵
の
蔵
書

は
堀
家
に
返
却
さ
れ
、残
さ
れ
た
蔵
書
が
藩
に
献
納
さ
れ

御
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
。「
御
側
御
書
物
目
録
　
君
山
本
」

に
、収
録
さ
れ
た
の
は
、八
八
四
件
二
四
七
三
点
で
あ
る
。

君
山
の
蔵
書
の
明
治
初
年
処
分
は
約
七
割
と
目
さ
れ
る
。

四
〇
〇
年
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
両
家
の
旧
蔵
書
は
、御
側
御
文
庫
の
蔵
書
の
中
核
を
形

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、こ
の
他
に
も
、御
文
庫
に
は
尾

張
藩
士
が
収
集
、ま
た
は
自
ら
記
録
、著
述
し
た
書
物
が
数

多
く
納
入
さ
れ
て
い
る
。
一
覧
に
あ
げ
た
の
は
、代
表
的

な
事
例
の
み
で
、蔵
書
や
著
作
の
献
納
は
枚
挙
に
暇
は
な

く
次
記
も
一
例
で
あ
る
。

　
中
村
家
は
義
直
以
来
の
尾
張
藩
士
で
、厚こ

う

斎さ
い（
一
七
一

一
～
七
九
）、習し

ゅ
う
さ
い斎（
一
七
一
九
～
九
九
）の
兄
弟
以
来
漢

学
者
の
家
で
も
あ
っ
た
。
家
塾
を
開
い
て
多
く
の
門
人
を

　
藩
の
補
助
の
も
と
尾
張
医
学
館
と
し
て
知
ら
れ
た
浅
井

家
は
、一
九
世
紀
前
半
、京
都
に
門
人
を
送
っ
て
製
作
し
た

古
医
書
の
影
写
本
を
藩
に
献
納
し
た
。

　
藩
政
時
代
に
か
ぎ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
に
よ
っ
て

尾
張
の
学
者
の
蔵
書
や
著
作
が
御
文
庫
、尾
張
徳
川
家
、蓬

左
文
庫
に
収
納
さ
れ
、戦
後
に
至
っ
て
は
近
代
の
コ
レ
ク

タ
ー
の
蔵
書
も
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
蓬
左
文
庫
四
〇

〇
年
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
内
容
の
充
実
と
発
展
の
道
を
模

索
し
つ
つ
、尾
張
文
化
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
形
成
の
役
割

を
も
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。  

（
文
庫
長
　
桐
原
千
文
）

育
て
た
同
家
は
、嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）家
塾
に
お
け
る

講
義
録
四
百
冊
を
御
文
庫
に
献
納
し
て
い
る
。

　
天
保
八
年（
一
八
三
七
）頃
、尾
張
藩
士
上
田
仲
敏（
一

八
〇
八
～
六
三
）が
伊
藤
圭
介
等
と
と
も
に
上
田
家
の
三

の
丸
の
屋
敷
に
藩
の
許
可
を
得
て
開
い
た
蘭
学
塾「
洋
学

館
」の
蔵
書
は
、文
久
三
年（
一
八
六
三
）、上
田
仲
敏
の
病

死
に
伴
う
廃
校
に
よ
っ
て
語
学
・
医
学
・
兵
学
・
地
理
学
・

物
理
学
な
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
籍
や『
和
蘭
字
彙
』や

『
洋
字
篇
』な
ど
四
三
件
六
七
点
が
御
文
庫
に
献
納
さ
れ

た
。蔵書数 年代 概　要 所属

～ 1616 駿河御譲本（徳川家康の蔵書）
～ 1650 初代義直の収集書
～ 1700 2 代光友の収集書
～ 1872 歴代藩主・夫人・子弟収集書

藩士献上本・接収本
　神村正鄰・神村忠貞蔵書
　松平君山家蔵書
　中村習斎家講義録
　上田仲敏「洋学館」蔵書

～ 1872 納戸方・茶道方等管理
　歌書　絵図
諸役所蔵書
　御記録（日記）所・寺社奉行所・町奉行所
　（神祇局・軍務局）
藩校蔵書
　明倫堂

1873 徳川家維新史編纂所収集資料
～ 1930 尾張徳川家収集資料

水野正信家蔵書
奥村得義家蔵書

1931 旧藩士蔵書
～ 1950 　近松茂矩家・鈴木信吉家・尾崎良知家・五味末吉家

　中村修家・阪本釤之助家
旧蓬左文庫収集書
付属歴史研究室（現徳川林政史研究所）収集書
　美濃高木家文書
　大炊御門家文書

1951 ～ 名古屋市蓬左文庫収集資料
寄贈・寄託コレクション
　山田千畴旧蔵書（1962）　寄託
　尾州茶屋家文書（1968）
　小笠原家伝書（1971）
　尾崎久弥コレクション（1972）　
　小酒井不木文庫（1975）
　蟹江慶次郎旧蔵書（1982）
　堀田文庫蔵書（1982）　寄託
　雑賀重良旧蔵書（1983）
　杉浦豊治旧蔵書 (1996）

約
６
万
５
千
点

御
文
庫

尾
張
藩 尾

張
徳
川
家

（
尾
張
）徳
川
黎
明
会
蓬
左
文
庫（
旧
蓬
左
文
庫
）

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

蓬左文庫蔵書の成り立ちと概要

約
５
万
５
千
点
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平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）十
一
月
、尾
張
徳
川
家
十
九
代
義よ

し

親ち
か

が
、東

京
目
白
の
邸
内
に
蓬
左
文
庫
を
開
館
し
て
か
ら
八
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
蓬
左
文
庫
は
尾
張
徳
川
家
の
歴
代
当
主
が
収
集
し
た
書
物
を
中
心
に
、貴

重
な
古
典
籍
を
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
藩
に
よ
る
学

問
振
興
に
と
も
な
っ
て
新
た
な
蔵
書
が
加
わ
り
、蔵
書
は
藩
士
た
ち
に
も
広

く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
に
も
旧
藩
士
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
書
物
、名
古
屋
の
蔵
書
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
本
な
ど
が
加
わ
り
、現
在
で
は
極
め
て
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
収
集
過
程
は
、そ

れ
自
体
が
蓬
左
文
庫
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、江
戸
時
代
の「
御お

文ぶ
ん

庫こ

」、明
治
維
新
か
ら
蓬
左
文
庫

設
立
に
至
る
黎
明
期
、戦
後
の
名
古
屋
移
転
か
ら
現
在
ま
で
、各
時
代
に
お
け

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
蓬
左
文
庫
の
あ
ゆ
み
を
振

り
返
り
ま
す
。

会
期

：

平
成
二
十
八
年

　
　
　一
月
五
日（
火
）→
四
月
十
日（
日
）

「迎凉閣」と「御文庫」明治初年徳川慶勝撮影
徳川林政史研究所蔵

　蓬左文庫の中核は、江戸時代における尾張徳川家「御文庫」の旧蔵書である。そこに含まれるのは、
初代義

よし

直
なお

以来の歴代当主が収集したコレクションだけではない。江戸時代後期には、藩の学問振興を
受けて、藩士のなかにも膨大な蔵書を収集するものが現れ、その一部は尾張徳川家の文庫に献納・収集
された（前頁参照）。こうして、尾張徳川家には全国有数の大名文庫が形成されたのである。

儒学の根本経典である『論語』に、中国・魏の何
か

晏
あん

が注釈を加えた書物。奥書には豊前国吉田庄（現福岡県）
で教円という人物が書写したことが記される。箱書きによれば、本書は佐

さ

野
の

紹
じょうえき

益（1607 ～ 91）所蔵本を、
尾張藩士の神

かみ

村
むら

忠
ただ

貞
さだ

が手に入れたものである。本書を含む神村家旧蔵書は、天明元年に尾張徳川家に献
納された。

獅子鈕陶印　印文「御本」
徳川美術館蔵

重要文化財　論
ろん

語
ご

集
しっ

解
かい

　
元応2年（1320）奥書　神村家旧蔵　天明元年（1781）年献納

江戸時代のコレクション　―殿様と藩士の「御文庫」―
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　廃藩置県直後、尾張徳川家は混乱のなかで
一部の蔵書を売り払ったが、幸い蔵書の大半
は同家のもとに残された。その後は同家の維
新史編纂にともなって収集された書物、旧藩
士から献上された書物などが加わり、蔵書は
むしろ増加していった。明治41年（1908）に
尾張徳川家を継いだ徳川義親は、同家の蔵書
に「蓬左文庫」と名付け、その整理と目録作成
を進めた。そして昭和10年（1935）、自身の設
立した財団法人尾張徳川黎明会のもと、東京
目白の邸内に公開文庫としての蓬左文庫を開
館したのである。

　昭和25年（1950）、蓬左文庫は黎明会から名古屋市に移管され、蔵書も名古屋に里帰りした。名古屋移
転後、蓬左文庫は地元のコレクターや旧家から蔵書の寄贈を受け入れ、その数は5万点以上におよぶ。蓬
左文庫は大名文庫としての顔だけでなく、『名古屋叢

そう

書
しょ

』のような資料編纂・刊行も行い（次頁参照）、より
多彩なコレクションを収集・公開する「市民の文庫」としての性格を備えるに至っている。

尾張藩家老大
だい

道
どう

寺
じ

家の用人・水
みず

野
の

正
まさ

信
のぶ

が記し
た全200冊を超える幕末の風

ふう

説
せつ

留
どめ

・日記。同
僚の藩士や親類などから収集した膨大な情報
を集積している。本書を含む水野正信旧蔵書
は、義親のもとで大正時代に植

うえ

松
まつ

安
やすし

らが調査
し収集したコレクションである。

「君死にたまふことなかれ」の短歌で知られる歌人、
与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

が初めて出版した歌集『みだれ髪』の初版
本。装幀・挿絵はロマン主義的な作風で知られる洋画
家・藤

ふじ

島
しま

武
たけ

二
じ

が手がけた。本書は和歌書コレクターと
して知られた雑

さい

賀
か

重
しげ

良
よし

（1900 ～ 83）が収集し、没後間
もなく蓬左文庫に寄贈された12,000点を超えるコレク
ションの一冊である。

開館当時の蓬左文庫（東京目白）
昭和10年（1935）

青
せき

窓
そう

紀
き

聞
ぶん

　
水野正信編　文政元年（1818）〜明治元年（1868）　
水野正信旧蔵書　大正時代収集

みだれ髪　初版本　
与謝野晶子著　藤島武二装幀・挿絵　明治34年（1901）刊
雑賀重良旧蔵書　昭和58年（1983）寄贈

近代のコレクション　―「蓬左文庫」の誕生―

戦後のコレクション　―「市民の文庫」へ―
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蓬
左
文
庫
と『
名
古
屋
叢
書
』

　
蓬
左
文
庫
の
書
庫
の
奥
に
は
、丁
寧
に
製
本
さ
れ
た

二
百
冊
近
い
手
書
き
原
稿
が
眠
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
頁

を
め
く
る
と「
郷
土
志
料
名
古
屋
叢
書
編
纂
室
」と
印
字

さ
れ
た
用
紙
に
、び
っ
し
り
と
歴
史
資
料
を
書
き
起
こ
し

た
文
字
が
並
ん
で
い
る
。

　『
名
古
屋
叢
書
』と
は
、江
戸
時
代
の
名
古
屋
に
関
す
る

歴
史
資
料
を
活
字
化
し
て
収
録
し
た
資
料
集
で
、正
編
・

続
編
・
三
編
ま
で
全
六
十
九
冊（
索
引
等
含
む
）が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、そ
の
編へ

ん

纂さ
ん

開
始
は
戦

前
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、実
際
の
刊
行
は
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）か
ら
蓬
左
文
庫
を
拠
点
に
進
め
ら
れ
、最
終

巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
平
成
二
年（
一
九
九
〇
）で
あ
っ

た
。
ま
さ
に
戦
後
の
蓬
左
文
庫
は『
名
古
屋
叢
書
』と
と

も
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
だ
が
、そ
の
刊
行
に
至
る

ま
で
の
困
難
な
道
の
り
は
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
は
、蓬
左
文
庫
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い『
名
古
屋
叢
書
』刊
行
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

編
纂
事
業
の
始
ま
り

　『
名
古
屋
叢
書
』編
纂
事
業
の
始
ま
り
は
、昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
年
、名
古
屋
市
は
市

制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
、そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て「
郷
土
志
料
叢
書
」の
編
纂
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
名
古
屋
市
は
す
で
に
大
正
五
年（
一
九
一
六
）、『
名

古
屋
市
史
』の
刊
行
を
終
え
て
い
た
が
、こ
の『
市
史
』に

は
資
料
編
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
全
国
で

刊
行
さ
れ
た
自
治
体
史
に
は
資
料
編
が
付
属
す
る
の
が
通

例
に
な
っ
て
お
り
、こ
の
点
は『
名
古
屋
市
史
』の
欠
点
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、す
で
に
東
京
・
京
都
・
大
阪
で
は
そ
れ
ぞ
れ『
江

戸
叢
書
』『
京
都
叢
書
』『
浪
速
叢
書
』が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

名
古
屋
に
お
け
る「
郷
土
志
料
叢
書
」の
刊
行
は
、こ
れ
ら

に
対
抗
す
る
意
味
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）十
月
、「
郷
土
志
料
叢
書
」の
編
纂
が
、「
名
古

屋
市
史
続
編
」の
編
纂
と
と
も
に
、市
制
施
行
五
十
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
翌
年
一
月
、顧
問
に
尾
張
徳
川
家
の
徳
川
義よ

し

親ち
か

、編
纂

委
員
に
石い

し

田だ

元も
と

季す
え

ら
が
内
定
し
、四
月
二
十
日
に
は
名
古

屋
の
観
光
ホ
テ
ル
で
編
纂
協
議
会
が
開
か
れ
た（
写
真
）。

こ
の
間
、二
月
十
九
日
の
編
纂
委
員
会
で
書
名
が「
郷
土

志
料
名
古
屋
叢
書
」に
決
定
し
た
。
四
月
一
日
に
は
市
立

名
古
屋
図
書
館（
現
鶴
舞
中
央
図
書
館
）の
二
階
に「
郷
土

志
料
名
古
屋
叢
書
編
纂
室
」が
置
か
れ
、編
纂
主
任
に
県
立

小
牧
中
学
校
教
諭
の
市い

ち

橋は
し

鐸た
く

麿ま
ろ

が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
市

橋
を
中
心
と
す
る
編
纂
室
が
、実
質
的
な
編
纂
事
務
を
担

う
こ
と
と
な
る
。

困
難
に
直
面
す
る
編
纂
事
業

　
華
々
し
く
立
ち
上
が
っ
た
編
纂
室
で
は
あ
っ
た
が
、役

所
内
で
の
立
場
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
市
橋
は
、の
ち
に

当
時
の
こ
と
を「〔
図
書
館
の
〕下
役
共
に
は
居
候
的
存
在

に
し
か
写
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
主
人
振
つ
て
、

編
纂
室
の
面
々
を
見
下
し
て
い
る
。
ま
る
で
小
姑
だ
。
何

か
と
い
う
と
す
ぐ
に
交
渉
の
多
い
タ
イ
ピ
ス
ト
や
給
仕

に
小
言
を
ぶ
つ（

マ

マ

）

つ
け
る
」（
市
橋
著『
思
い
出
の
名
古
屋
叢

書
』）と
振
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
、編
纂
室
の
所
管
課
は

観
光
課
→
社
会
教
育
課
→
文
化
課
→
庶
務
課
と
た
び
た
び

変
更
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
加
え
て
、時
局
に
対
応
し
て
叢
書
の

内
容
に
も
圧
力
が
か
け
ら
れ
た
。編
纂
委
員
会
で
は
当
初
、

『
名
古
屋
叢そ

う
書し

ょ
』が
生
ま
れ
る
ま
で

郷土志料名古屋叢書編纂協議会
昭和16年（1941）4月20日
左端に県忍市長、右奥に顧問の徳川義親
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第
一
冊
目
の
配
本
を「
系
譜
篇
」の「
士し

林り
ん

泝そ

洄か
い

」に
決
定

し
て
作
業
に
入
っ
た
が
、時
局
に
配
慮
し
た
市
当
局
か
ら

「
神
国
」思
想
を
宣
揚
す
る「
神じ

ん

祇ぎ

篇
」刊
行
を
優
先
す
る

よ
う
指
令
が
下
っ
た
。
だ
が
、「
神
祇
篇
て
な
も
の
は
、ま

だ
所
載
書
目
も
決
定
し
て
い
な
い
」（
市
橋
前
掲
書
、五
九

頁
）状
態
だ
っ
た
た
め
、大
急
ぎ
で
書
目
選
定
か
ら
始
め
る

事
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
昭
和
十
六
年
十
月

頃
に
は
神
祇
篇
の
原
稿
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
が
、十
一
月

末
に
は
戦
局
切
迫
の
た
め
印
刷
は
一
時
保
留
さ
れ
た
。

　
苦
境
は
さ
ら
に
続
い
た
。
昭
和
十
七
年
一
月
に
は
編
纂

を
主
導
し
た
県あ

が
た
し
の
ぶ忍

市
長
が
死
去
し
、翌
年
一
月
に
は
編
纂

委
員
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
石
田
元
季
が
死
去
、更

に
同
月
に
は
写
字
を
得
意
と
す
る
編
纂
員
の
大お

お

脇わ
き

鉄て
つ

次じ

郎ろ
う

が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、市
橋
は
編
纂

体
制
の
刷
新
を
提
案
し
た
。
四
月
に
は
尾お

崎ざ
き

久き
ゅ
う

弥や

ら
新
委

員
八
名
を
加
え
、委
員
に
校
正
な
ど
の
実
質
的
な
業
務
を

担
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
六
名
の
書
目
検
討
委
員

を
設
け
、未
決
定
の
書
目
選
定
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
改

革
の
効
果
も
あ
っ
て
、十
八
年
度
は
市
橋
自
身「
最
高
潮

時
代
」と
称
す
る
ほ
ど
事
業
が
進
展
し
た
。
戦
局
の
緊
迫

を
よ
そ
に
多
く
の
原
稿
が
完
成
し
、神
祇
篇
は
追
加
予
算

に
よ
っ
て
印
刷
直
前
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

戦
災
か
ら
編
纂
室
閉
室
ま
で

　
と
こ
ろ
が
、昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）に
入
る
と
、戦

況
の
悪
化
と
と
も
に
戦
時
体
制
が
一
層
強
化
さ
れ
、編
纂

は
行
き
詰
ま
っ
た
。
同
年
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
決

戦
非
常
措
置
要
綱
」で
は
、「
平
時
的
又
ハ
長
期
計
画
的
事

務
及
事
業
ノ
停
止
」が
掲
げ
ら
れ
、編
纂
室
職
員
は
市
橋
と

編
纂
員
の
渡
辺
幸
治
郎
の
二
人
に
ま
で
減
員
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
年
三
月
、空
襲
に
よ
っ
て
編
纂

室
の
あ
る
市
立
名
古
屋
図
書
館
が
炎
上
し
た
。
原
稿
は
辛

う
じ
て
焼
け
残
っ
た
地
下
室
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、

編
纂
室
は
市
役
所
内
へ
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
敗

戦
後
、編
纂
室
は
栄
の
市
立
公
衆
図
書
館
内
に
移
転
し
た

が
、十
月
に
は
編
纂
員
の
渡
辺
が
人
員
削
減
の
あ
お
り
で

退
職
し
、職
員
は
つ
い
に
市
橋
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
昭
和
二
十
三
年
、編
纂
室
は
同
年
度
を
も
っ
て

閉
室
す
る
こ
と
が
決
定
し
、わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
望
み
も

潰
え
、あ
と
に
は
約
五
万
枚
に
お
よ
ぶ
原
稿
が
残
さ
れ
た
。

敗
戦
を
挟
ん
で
八
年
を
か
け
て
ま
と
め
た
膨
大
な
未
刊
原

稿
を
前
に
、市
橋
は「
悲
か
、喜
か
、知
ら
ず
、た
だ
滂ぼ

う

沱だ

と

し
て
涙
の
湧
き
出
ず
る
を
と
ど
め
得
な
」か
っ
た（
市
橋

前
掲
書
、一
一
頁
）。

刊
行
実
現
へ

　
と
こ
ろ
が
、わ
ず
か
十
年
で
事
態
は
一
転
し
た
。
名
古

屋
市
は
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
五
ヶ
年
か
け
て
、全
二
十

五
巻
の『
名
古
屋
叢
書
』刊
行
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
は
名
古
屋
開
府
三
百
五
十
年
・
市
制
七
十

年
に
当
た
り
、そ
の
記
念
事
業
と
し
て『
名
古
屋
叢
書
』刊

行
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
埋
も
れ
た
原
稿
の
存
在
を
知

る
郷
土
史
家
や
研
究
者
ら
が
、公
刊
を
求
め
る
声
を
挙
げ

続
け
た
こ
と
も
後
押
し
と
な
っ
た
。
ま
た
、同
じ
く
市
制

五
十
周
年
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た「
名
古
屋
市
史
続
編
」

が
、昭
和
二
十
八
年
度
か
ら
三
十
年
度
に
か
け
て『
大
正

昭
和
名
古
屋
市
史
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し

た
よ
う
で
あ
る
。

　
編
纂
事
業
の
新
た
な
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、昭
和
二
十

五
年
に
徳
川
黎
明
会
か
ら
名
古
屋
市
に
移
管
さ
れ
た
蓬
左

文
庫
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、編
纂
事
業
は
初
め
て

安
定
し
た
拠
点
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
移
転
し
て
間
も
な
い
蓬
左
文
庫
に
と
っ
て
、年
五
冊
も

の
ペ
ー
ス
で
資
料
集
を
刊
行
す
る
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で

あ
っ
た
。
事
務
局
を
担
っ
た
織お

り

茂も

三さ
ぶ

郎ろ
う

は
休
み
を
取
る
暇

も
な
か
っ
た
と
い
う
。
後
に
織
茂
が「
ず
い
ぶ
ん
と
無
謀

な
計
画
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
編
纂
事
業
を
支
え
た
の
は
、

編
纂
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
市
橋
や
尾
崎
ら
、戦
前
か
ら

『
名
古
屋
叢
書
』に
関
わ
っ
た
人
々
の
熱
心
な
協
力
で
あ
っ

た
。
特
に
市
橋
の
熱
意
は
、並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
最
後
に
第
一
回
配
本
を
前
に
、市
橋
が
記
し

た
こ
と
ば
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

自
分
の
命
あ
る
う
ち
に
は
、と
て
も
日
の
目
が
拝
ま
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た「
名
古
屋
叢
書
」が
、こ
ん
ど
開
府

三
百
五
十
年
、市
制
七
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

い
よ
い
よ
刊
行
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ま
現
に

一
回
配
本
の「
金こ

ん

鱗り
ん

九つ

十く

九も

之の

塵ち
り

」の
校
正
で
指
先
を

真
赤
に
し
て
う
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
夢
で
は

な
い
（『
中
部
日
本
新
聞
』一
九
五
九
年
八
月
十
日
）

（
学
芸
員
　
木
村
慎
平
）

用
語
解
説

＊
三
間
一
戸
薬
医
門
　
柱
間
が
三
つ
で
出
入
口（
戸
）が
一
つ
の

形
式（
三
間
一
戸
）で
、棟
の
中
心
が
前
方
よ
り
に
配
置
さ
れ
、

前
の
柱（
鏡
柱
）を
太
く
し
て
い
る
門
構
え
。

＊
二
軒
疎
垂
木
　
垂
木
が
上
下
二
段
構
え
で
、垂
木
の
明
き
が
広

い
も
の
。

＊
阿
迫
羽
目
　
両
側
の
柱
に
溝
を
刻
ん
で
板
を
挟
み
落
と
す
仕
上

げ
方
法
。

＊
猪
の
目
懸
魚
　
屋
根
の
切
妻（
拝
み
）部
分
に
、猪
の
目（
ハ
ー

ト
形
）ま
た
は
瓢
箪
形
を
垂
下
さ
せ
た
彫
刻
装
飾
。

＊
冠
木
　
左
右
の
柱
の
上
部
を
貫
く
横
木
。
そ
れ
に
架
か
る
垂
直

方
向
の
梁
を
男
梁
、そ
れ
を
下
か
ら
支
え
る
肘
木
を
女
梁
。

＊
妻
飾
虹
梁
大
瓶
束
式
　
妻
側
の
装
飾
は
、わ
ず
か
に
反
っ
た
虹

梁（
梁
・
水
平
材
）に
瓶
子
の
様
な
形
の
短
柱（
大
瓶
束
）を
置
い

た
架
構
。

＊
眉
欠
き
・
袖
切
り
・
若
葉
　
虹
梁
の
部
品
名
称
で
、下
端
に
刳
っ

た
平
行
線
、こ
れ
を
彫
る
の
を
眉
を
欠
く
と
い
う
。
ま
た
両
端

部
の
斜
め
に
厚
さ
を
薄
く
欠
き
取
っ
た
部
分
を
袖
切
り
と
言

い
、見
附（
正
面
　
垂
直
部
分
）の
唐
草
等
の
彫
刻
を
若
葉
と
呼

ん
で
い
る
。

（
元
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
委
員
会
　
委
員
　
畔
柳
武
司
）
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蓬左文庫
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美術館
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上前津
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表紙：元和元年（1615）義直の購入書　8件56冊

　
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
が
元
和
元
年（
一
六

一
五
）七
月
に
京
都
で
購
入
し
た
と
さ
れ
る
二

三
件
一
四
三
冊
の
書
物
の
内
、現
在
も
蓬
左
文

庫
に
伝
来
す
る
八
件
五
六
冊
で
あ
る
。
尾
張
藩

御
文
庫
を
創
設
し
た
義
直
の
記
録
上
最
初
の
書

物
収
集
で
あ
り
、現
在
の
蓬
左
文
庫
に
い
た
る

収
集
四
〇
〇
年
の
は
じ
ま
り
を
示
す「
最
初
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」で
あ
る
。

　
寛
政
年
間（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）に
編

纂
さ
れ
た「
御お

文ぶ
ん

庫こ

御ご

書し
ょ

籍せ
き

目も
く

録ろ
く

」に
記
載
さ

れ
た
義
直
収
集
書
に
、「
此
御
本
元
和
元
年
七
月

御
買
上
」と
記
さ
れ
た
書
物
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
目
録
は
収
集
者
別
内
容
分
類
目
録
で
個
々

の
書
物
に
つ
い
て
、詳
細
に
収
集
者
や
伝
来
な

ど
の
検
証
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
収
集
し
た
書
物
は
、中
国
の
古
典
で
は『
論ろ

ん

語ご

』を
は
じ
め
四
書
五
経
が
す
べ
て
揃
い
、

『
三さ

ん

体た
い

詩し

』『
古こ

文ぶ
ん

真し
ん

宝ぽ
う

』『
千せ

ん

字じ

文も
ん

』『
古こ

今こ
ん

韻い
ん

会か
い

挙き
ょ

要よ
う

』『
玉ぎ

ょ
く
へ
ん編

』『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』『
仏ぶ

っ

祖そ

宗し
ゅ
う

派は

綱こ
う
り
ょ
う領

』な
ど
詩
文
集
や
辞
典
さ
ら
に
仏
典

も
含
ま
れ
て
い
る
。
和
書
で
は
、『
東あ

ず
ま
か
が
み鑑

』『
和わ

漢か
ん

合ご
う

運う
ん

図ず

』『
太た

い

平へ
い

記き

』『
保ほ

暦り
ゃ
く

間か
ん

記き

』な
ど
歴

史
書
や
歴
史
物
語
、軍
記
物
語
、『
倭わ

玉ぎ
ょ
く

編へ
ん

』

『
節せ

つ

用よ
う

集し
ゅ
う

』『
謡う

た
い

本ぼ
ん

』な
ど
辞
典
類
か
ら
謡よ

う

曲き
ょ
く

本

ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、す
べ
て
我
が
国
の
出
版
物
で
あ

り
、二
三
件
中
一
六
件
が
活
字
版
で
あ
る
。
当

時
我
が
国
の
出
版
界
は
活
字
版
の
隆
盛
期
で
キ

リ
シ
タ
ン
版
や
朝
鮮
王
朝
の
金
属
活
字
印
刷
物

の
影
響
を
受
け
て
出
版
と
い
え
ば
活
字
印
刷
と

い
う
時
代
で
あ
っ
た
。
義
直
の
書
物
収
集
の
ピ

ー
ク
に
あ
た
る
寛
永
年
間（
一
六
二
四
～

四
三
）に
は
、中
国
貿
易
に
よ
っ
て
流
入
す
る

明
・
清
の
書
籍
が
購
入
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
期
に
義
直
が
購
入
し
た
の
は
、我
が
国

で
出
版
さ
れ
た
新
刊
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お『
蓬
左
90
号
』で
紹
介
し
た
元
和
・
寛
永

期
に
義
直
の
収
集
を
記
録
し
た「
御
書
物
目
録
」

に
記
載
さ
れ
た
寛
永
二
年（
一
六
二
五
）ま
で

の
収
集
書
に
こ
れ
ら
は
す
べ
て
記
録
さ
れ
て
い

る
が
、収
集
年
月
の
記
載
は
な
い
。
年
月
の
記

載
が
あ
る
の
は
前
記
の
寛
政
期「
御
文
庫
御
書

籍
目
録
」だ
け
で
あ
る
。

　
慶
長
二
十
年 

（
一
六
一
五
）五
月
七
日
、
大

坂
城
は
落
城
し
、七
月
十
三
日
に
は
改
元
し
て

元
和
と
な
っ
た
。
大
坂
夏
の
陣
に
参
戦
し
た
義

直
は
、し
ば
し
京
都
に
滞
在
し
、七
月
十
六
日
名

古
屋
に
向
け
て
出
発
し
て
い
る
。
書
物
の
購
入

が
滞
在
し
て
い
た
京
都
と
目
さ
れ
る
由
縁
で
あ

る
。

　
戦
国
時
代
の
終
焉
と
泰
平
の
世
の
幕
開
け

は
、現
在
の
蓬
左
文
庫
に
つ
な
が
る
義
直
の
書

物
収
集
の
は
じ
ま
り
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

蓬左文庫

元
和
元
年
義
直
購
入
書

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）


